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〔
解
題
〕

一

　

京
都
女
子
大
学
蘆
庵
文
庫
に
は
、
新
日
吉
社
宮
司
で
あ
っ
た
藤
島
宗
順
（
宝
暦
六
年
一
七
五
六
～
文
政
四
年
一
八
二
一
、
六
十
六
歳
）

の
手
に
な
る
安
永
六
年（
一
七
七
七
）の
自
筆
和
歌
詠
草
が
五
種
伝
わ
る
。「
藤
島
宗
順『
詠
草
留
』（
安
永
六
年
分
）解
題
と
翻
刻
」（『
国

文
論
藻
』（
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
）
二
二
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
、
所
収
。
以
下
「
前
稿
」
と
称
す
）
に
拠

藤
島
宗
順
『
安
永
六
年
稽
古
百
首
詠
藻
案
』
解
題
と
翻
刻

大

谷

俊

太

山

中

延

之

加

藤

弓

枝

大

山

和

哉

藤

原

静

香
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り
そ
の
五
種
を
示
せ
ば
以
下
の
通
り
。

　
　

①
〔
藤
島
宗
順
詠
草
〕（
四
─
四
三
）
写
本
。
横
本
、
折
紙
列
帖
装
、
仮
綴
、
一
冊
。
共
紙
表
紙
。

　
　

②
〔
藤
島
宗
順
詠
草
〕（
四
─
四
八
）
写
本
。
半
紙
本
、
袋
綴
、
仮
綴
、
一
冊
。
共
紙
表
紙
。

　
　

③
〔
藤
島
宗
順
詠
草
〕（
四
─
八
〇
）
写
本
。
半
紙
本
、
袋
綴
、
仮
綴
、
一
冊
。
共
紙
表
紙
。

　
　

④
〔
藤
島
宗
順
詠
草
〕（
四
─
四
一
）
写
本
。
半
紙
本
、
袋
綴
、
仮
綴
、
一
冊
。
共
紙
表
紙
。

　
　

⑤
〔
藤
島
宗
順
詠
草
〕（
四
─
三
四
）
写
本
。
横
本
、
折
紙
列
帖
装
、
仮
綴
、
一
冊
。
共
紙
表
紙
。

　

前
稿
に
於
い
て
①
を
取
り
上
げ
論
じ
た
の
を
承
け
て
、
本
稿
で
は
⑤
に
つ
い
て
解
題
を
記
し
翻
刻
を
付
し
、
神
官
に
し
て
非
蔵
人
で

あ
っ
た
藤
島
宗
順
の
和
歌
初
学
期
の
修
錬
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

左
に
前
稿
に
も
記
し
た
が
、
⑤
の
委
し
い
書
誌
事
項
を
掲
げ
る
。
な
お
、
①
～
④
の
書
誌
詳
細
は
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　

�〔
藤
島
宗
順
詠
草
〕（
四
─
三
四
）
写
本
。
横
本
、
折
紙
列
帖
装
、
仮
綴
、
一
冊
。
共
紙
表
紙
。
外
題
「
安
永
六
年
九
月
〈
従
廿
三

日
／
至
十
月
十
二
日
〉
百
首
詠
藻
案
」（
左
肩
・
打
付
書
・
墨
書
）。
内
題
、
な
し
。
表
紙
右
下
に
「
藤
原
宗
順
」
の
署
名
あ
り
。

寸
法
、
縦
一
六
・
六
糎
、
横
二
二
・
四
糎
。
丁
数
、
墨
付
二
六
丁
。
遊
紙
な
し
。
半
丁
に
二
題
、
各
二
～
五
首
を
記
す
。
推
敲
あ

り
。
い
ず
れ
も
宗
順
筆
。
同
年
九
月
二
十
二
日
に
卒
し
た
叔
父
の
藤
島
信
岑
の
服
喪
期
間
に
詠
じ
た
稽
古
百
首
の
詠
草
案
。
最
終

丁
は
、
羽
倉
信
美
・
橋
本
経
亮
か
ら
宗
順
に
送
ら
れ
た
服
喪
見
舞
の
和
歌
を
載
せ
る
。
料
紙
、
楮
紙
。
紙
背
に
は
宗
順
詠
草
が
十

枚
、
書
状
四
通
が
見
ら
れ
る
。
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二

　

藤
島
宗
順
は
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
十
一
歳
に
し
て
出
仕
、
非
蔵
人
に
補
せ
ら
れ
、
安
永
六
年
は
二
十
二
歳
、
こ
の
年
、
二
月
十

七
日
に
小
沢
蘆
庵
に
入
門
し
た
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
⑤
（
四
─
三
四
）
は
、
そ
の
表
紙
の
打
付
書
の
外
題
に
「
安
永
六
年
九
月
〈
従
廿
三
日
／
至
十
月
十
二
日
〉
百

首
詠
藻
案
」
と
あ
る
よ
う
に
（
図
版
Ａ
）、
安
永
六
年
の
九
月
二
十
三
日
か
ら
十
月
十
二
日
に
か
け
て
の
二
十
日
間
に
宗
順
が
詠
じ
た

百
首
和
歌
の
草
稿
で
あ
る
。
仮
綴
の
横
本
で
半
丁
に
二
題
ず
つ
計
百
題
、
各
題
に
二
首
か
ら
五
首
の
和
歌
が
記
さ
れ
る
。
書
き
入
れ
・

書
き
止
し
の
和
歌
も
あ
り
、
推
敲
の
跡
も
見
ら
れ
る
が
、
す
べ
て
宗
順
自
筆
で
あ
る
（
図
版
Ｅ
参
照
）。
合
点
・
添
削
・
評
語
は
見
ら

れ
な
い
。
④
（
四
─
四
一
）
宗
順
詠
草
に
は
本
書
⑤
と
重
な
る
和
歌
が
五
十
七
首
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
「
初
冬
」
題
の
和

歌
（
後
の
⑤
の
［
翻
刻
］
で
は
259
・
258
番
歌
に
当
た
る
）
の
題
の
右
肩
に
「
稽
古
百
首
」
の
文
字
が
見
え
る
。
蘆
庵
に
入
門
後
約
七
ヶ

月
の
宗
順
は
本
百
首
を
稽
古
の
た
め
の
百
首
と
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
九
月
二
十
三
日
か
ら
十
月
十
二
日
に
か
け
て
の
二
十
日
間
と
は

ど
の
よ
う
な
期
間
な
の
か
。
宗
順
の
詠
草
案
を
見
る
限
り
で
は
そ
れ
以
上
の
記
述
は
見
出
せ
な
い
が
、
巻
末
の
一
丁
に
は
羽
倉
信
美
・

橋
本
経
亮
か
ら
宗
順
へ
の
弔
問
の
贈
歌
四
首
が
記
し
留
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
詞
書
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　

叔
父
な
る
人
身
ま
か
り
給
ひ
し
い
み
の
中
に
送
り
給
ふ

　
　

260　

い
く
度
か
袖
ぬ
ら
す
ら
ん
村
し
ぐ
れ
さ
だ
め
な
き
よ
と
お
も
ひ
な
し
て
も　

信
美

と
あ
り
、
宗
順
が
叔
父
の
喪
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
蘆
庵
文
庫
所
蔵
の
宗
順
自
筆
『
藤
島
宗
順
日
記　

安
永

六
丁
酉
年
』（
大
二
─
六
）（
図
版
Ｂ
）
を
閲
す
る
と
、
九
月
十
九
日
条
に
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図版Ａ　詠藻案　表紙

図版Ｂ　宗順日記　安永六年九月二十三日条
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一�

、
途
中
ニ
而
富
田
壱
州
公
御
面
会
。
同
名
遠
州
公
御
所
労
不
相
勝
由
御
噂
。
此
間
よ
り
不
存
、
今
日
初
而
承
。
帰
宅
、
差
急
故
、

御
見
舞
、
得
不
参
。

と
あ
り
、
藤
島
宗
順
は
同
名
即
ち
藤
島
遠
江
の
重
病
を
知
る
。
翌
々
二
十
一
日
に
は
、

　
　

一�

、
申
刻
前
、
同
名
藤
蔵
人
殿
よ
り
使
来
。
同
名
遠
州
公
御
病
気
、
御
殊
外
及
大
切
、
家
督
相
続
願
差
出
。
仍
為
知
旨
、
且
今
日

者
不
及
上
京
、
明
日
に
而
も
可
参
旨
被
示
。（
中
略
）

　
　

一�

、
遠
州
公
方
ヘ
参
、
様
子
承
。
先
達
而
頭
痛
強
御
難
義
、
其
後
時
疫
之
処
、
少
々
御
快
。
併
全
体
気
鬱
ニ
而
甚
衰
気
力
、
此
比

者
瀉
有
之
由
。
今
日
午
下
刻
卒
去
之
由
、
従
此
間
日
々
出
勤
、
彼
是
取
紛
、
御
病
中
見
舞
不
参
、
扨
々
残
念
。

と
病
状
悪
化
し
、
午
下
刻
に
は
卒
去
に
至
る
。
一
日
置
い
て
廿
三
日
に
は
、
死
亡
届
が
提
出
さ
れ
、
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
　

一
、
同
名
遠
江
殿
家
督
相
続
、
息
信
好
へ
願
之
通
被　

仰
付
。

　
　

一
、
同
名
遠
江
殿
死
去
披
露
。

　
　

一
、
御
所
届
如
左
。

　
　
　
　
　

叔
父
死
去
仕
候
。
依
之

　
　
　
　
　

従
今
日
◦仮

二
十
日
之
間
小
番

　
　
　
　
　

不
参
仕
候
。
以
上
。

　
　
　
　
　
　

九
月
廿
三
日　
　

宗
順

　
　
　
　
　

小
番
頭
御
中　
（
中
略
）

　
　

一
、
今
日
酉
刻
、
同
名
遠
江
殿
御
葬
送
也
。
誠
心
寺
門
前
ヘ
参
見
送
。

　

右
の
「
御
所
届
」
に
あ
る
よ
う
に
、
叔
父
藤
島
遠
江
の
死
亡
に
よ
る
服
喪
期
間
は
二
十
日
間
で
あ
り
、
九
月
二
十
三
日
か
ら
十
月
十
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二
日
は
そ
れ
に
当
た
る
。
こ
の
間
、
宗
順
は
「
別
間
別
火
」（『
藤
島
宗
順
日
記
』
九
月
二
十
二
日
条
）
で
過
ご
し
、
十
月
十
二
日
に
至
り
、

　
　

一
、
今
日
服
限
也
。
依
之
茶
屋
火
用
之
。

と
服
喪
を
終
え
た
。
つ
ま
り
、
出
仕
を
留
め
て
い
た
時
間
を
利
用
し
て
和
歌
の
稽
古
の
た
め
百
首
の
和
歌
を
詠
む
こ
と
を
自
ら
に
課
し

た
こ
と
に
な
ろ
う
。
二
十
日
間
で
百
首
を
詠
む
に
は
、
平
均
す
れ
ば
一
日
に
五
題
、
各
題
二
首
乃
至
三
首
と
し
て
計
十
数
首
ず
つ
を
詠

む
と
い
う
習
練
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

三

　

さ
て
、
⑤
本
書
は
「
百
首
」
と
あ
り
実
際
に
百
題
が
揃
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
排
列
は
四
季
・
恋
・
雑
の
通
常
の
百
首
歌
と

は
異
な
る
。
巻
初
か
ら
示
せ
ば
、
立
春
（
春
）・
更
衣
（
夏
）・
寄
虫
恋
（
恋
）・
曉
霧
（
秋
）・
寄
舟
恋
（
恋
）
な
ど
と
あ
っ
て
、
特
に

排
列
に
規
則
性
は
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
宗
順
は
当
初
か
ら
百
首
歌
を
詠
む
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
傍
証
と
し
て
、

以
下
の
二
点
を
挙
げ
る
。

　

一
つ
は
、
⑤
の
百
首
題
が
、
慶
安
三
年
刊
『
明
題
部
類
抄
』
巻
四
、
六
丁
裏
か
ら
八
丁
表
に
所
載
の
「
年
記
可
勘
注
之
」
の
百
首
と

九
十
四
題
が
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
題
の
異
同
は
以
下
の
通
り
（「
年
記
可
勘
注
之
」
の
百
首
→
⑤
の
百
首
題
）。

　
　

里
梅
→
眺
望
、
故
郷
橘
→
簷
橘
、
閑
中
雪
→
神
楽
、
寄
玉
恋
→
寄
舟
恋
、
寄
鏡
恋
→
寄
灯
恋
、
故
郷
→
夕
虫

　

春
の
題
が
一
首
減
り
、
秋
の
題
が
一
首
増
え
る
結
果
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
一
致
率
か
ら
し
て
既
存
の
百
首
題
を
利
用
し
て
い
る
こ

と
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

二
つ
目
は
、
⑤
の
紙
背
文
書
の
十
一
枚
目
は
、
⑤
の
歌
と
重
な
る
歌
が
記
さ
れ
た
一
紙
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
図
版
Ｄ
）。
⑤
の
表
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の
面
で
言
え
ば
二
十
二
丁
表
か
ら
二
十
三
丁
裏
部
分
の
紙
背
に
当
た
る
一
紙
で
あ
る
（
図
版
Ｃ
）。
そ
こ
に
は
、
題
と
和
歌
と
が
書
か

れ
て
い
る
も
の
と
、
題
の
み
で
和
歌
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
題
と
和
歌
の
両
方
が
揃
っ
て
い
る
も
の
は
、
⑤
表
面
で
い
え

ば
二
十
二
丁
よ
り
前
の
部
分
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
題
の
み
が
書
か
れ
て
い
る
題
の
歌
は
、
⑤
表
面
で
は
二
十
二
丁
表
よ
り
以
後
に
記

載
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
⑤
表
の
面
に
書
か
れ
た
歌
が
あ
る
時
点
で
紙
背
の
一
紙
の
形
に
転
記
し
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
後
に
、
さ
ら
に
表
面
の
歌
が
詠
ま
れ
て
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
紙
背
の
一
紙
は
百
首
歌
の
通
常
の
排
列
順
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ば

ら
ば
ら
の
順
番
で
詠
ま
れ
て
い
た
も
の
を
、
あ
る
段
階
で
通
常
の
排
列
に
整
え
て
み
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
の
、
題
の
み
で
歌
の
な
い

も
の
は
そ
の
時
点
で
は
ま
だ
詠
ま
れ
て
い
な
い
題
で
あ
る
こ
と
と
⑤
表
の
面
で
の
配
列
と
が
齟
齬
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
実
際
に
⑤
表

面
の
順
番
に
歌
が
詠
ま
れ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
飛
鳥
井
雅
章
述
『
尊
師
聞
書
』（
384
）
に
、

　
　

�

百
首
の
歌
を
よ
む
に
は
一
首
づ
ゝ
初
よ
り
次
第
〳
〵
に
よ
み
た
る
は
あ
し
ゝ
。
さ
き
へ
と
ば
し
て
、
よ
み
に
く
き
題
を
跡
に
何
首

も
よ
む
べ
し
。
難
題
に
心
を
な
や
ま
す
時
は
、先
に
て
歌
あ
し
く
出
来
る
も
の
也
。
よ
み
か
た
の
な
ら
ひ
也
。（『
近
世
歌
学
集
成
』

上
）

と
あ
る
よ
う
に
、
百
首
和
歌
は
必
ず
し
も
排
列
通
り
の
順
番
で
詠
ま
れ
て
行
く
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
⑤
も
当
初
か
ら
定
ま
っ
た
題
の

百
首
歌
と
し
て
、
か
つ
順
番
は
任
意
に
詠
ま
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

四

　

次
に
、
⑤
と
①
～
④
の
他
の
宗
順
詠
草
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

本
書
⑤
所
収
の
和
歌
二
百
六
十
三
首
の
う
ち
、
①
と
は
四
十
一
首
、
④
と
は
五
十
八
首
が
重
な
る
（
本
書
と
の
重
な
り
に
つ
い
て
は
、
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図版Ｃ　⑤紙背１

図版Ｄ　⑤紙背２
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以
下
の
翻
刻
の
各
和
歌
の
末
尾
に
①
・
④
の
記
号
を
付
し
て
示
し
た
）。
ま
た
、
上
述
の
よ
う
に
、
⑤
の
紙
背
に
は
、
⑤
の
表
面
の
詠

草
と
重
な
る
和
歌
が
見
ら
れ
た
（
同
じ
く
該
当
和
歌
の
末
尾
に`

⑤
と
付
し
た
）。
⑤
の
詠
草
に
は
、
紙
背
の`

⑤
を
含
め
て
、
合
点
・

添
削
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。
即
ち
⑤
は
外
題
に
「
詠
藻
案
」
と
あ
る
通
り
、
宗
順
自
身
に
よ
る
草
稿
で
あ
り
、
蘆
庵
に
添
削
を
受
け
る

前
の
書
留
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

①
と
の
関
係
を
確
認
す
れ
ば
、
例
え
ば
、
本
書
⑤
の
「
寄
風
恋
」
題
の
138
番
歌
・
139
番
歌
（
図
版
Ｅ
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
①
の
254
番
歌
・

253
番
歌
（
図
版
Ｆ
）
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
①
の
253
番
歌
に
は
合
点
が
施
さ
れ
て
お
り
、
①
254
番
歌
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
い
つ
よ
り
に
て
、
よ
く
調
候
。
此
詞
あ
ま
れ
り
》

　
　

254　

た
の
み
こ
し
人
の
心
に
秋
風
の
い
つ
よ
り
な
ど
て
吹
は
じ
め
け
ん

と
、
評
語
が
付
さ
れ
て
い
る
。
①
は
、
⑤
の
詠
草
を
後
に
蘆
庵
に
見
せ
て
合
点
・
添
削
を
受
け
た
後
の
形
を
載
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
⑤
と
④
と
の
関
係
は
、
以
下
の
翻
刻
に
於
い
て
重
な
る
歌
の
次
の
行
に
④
と
の
異
同
を
（　

）
内
に
記
し
た
の
で
、
そ
れ
に

就
か
れ
た
い
が
、
⑤
が
詠
草
の
草
稿
段
階
の
も
の
、
④
は
後
日
清
書
さ
れ
た
詠
草
で
合
点
・
添
削
・
評
語
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ

て
、
④
も
⑤
の
詠
草
を
後
に
蘆
庵
の
合
点
・
添
削
指
導
を
仰
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
④
は
第
一
丁
表
右
上
に
「
安
永
六
年
」
と
、

十
八
丁
表
右
上
に
「
安
永
七
年
」
と
小
字
朱
筆
で
記
す
の
で
、
十
七
丁
裏
ま
で
は
安
永
六
年
、
そ
れ
以
降
は
安
永
七
年
の
詠
草
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
安
永
六
年
分
は
三
十
四
題
、
六
十
八
首
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
十
九
題
、
五
十
八
首
が
⑤
と
重
な
る
が
、
題
は
い
ず
れ

も
冬
か
ら
恋
・
雑
の
題
で
排
列
も
本
来
の
百
首
歌
の
順
番
で
あ
る
。
百
首
歌
の
冬
・
恋
・
雑
の
題
は
合
わ
せ
て
四
十
五
題
に
な
る
の
で
、

お
よ
そ
三
分
の
二
が
④
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
春
～
秋
の
題
の
歌
を
載
せ
た
、
④
と
同
じ
よ
う
な
冊
子
の
存

在
を
想
定
す
れ
ば
、
⑤
の
百
首
全
体
に
渡
っ
て
蘆
庵
の
合
点
・
添
削
・
評
語
を
受
け
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
⑤
の
四
十
五
題
の
う
ち
二
十

九
題
分
が
④
に
記
載
さ
れ
る
の
は
、
宗
順
自
身
が
選
ん
で
蘆
庵
に
見
せ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
百
首
全
体
を
蘆
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庵
に
見
せ
、
合
点
・
添
削
・
評
語
を
受
け
た
も
の

を
、
後
に
抜
き
出
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
か

ら
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
前
稿
解
題
で

は
④
の
書
き
入
れ
部
分
を
宗
順
と
は
別
筆
で
小
沢

蘆
庵
の
筆
跡
の
可
能
性
に
も
言
及
し
た
が
、
や
は

り
宗
順
が
蘆
庵
の
添
削
を
転
記
し
た
も
の
で
あ
る

可
能
性
は
低
く
な
い
と
考
え
る
。
書
入
の
筆
者
に

つ
い
て
は
第
三
者
の
可
能
性
も
含
め
て
、
引
き
続

き
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

図版Ｅ　⑤寄風恋

図版Ｆ　①寄風恋
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五

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
⑤
は
安
永
六
年
九
月
二
十
一
日
に
没
し
た
宗
順
叔
父
の
服
喪
期
間
に
詠
じ
ら
れ
た
百
首
で
あ
っ
た
。
そ
の
死
去

に
関
し
て
は
、
先
掲
の
『
藤
島
宗
順
日
記
』
に
加
え
、
宗
順
父
の
藤
島
宗
韶
自
筆
『〔
藤
島
宗
韶
日
記
〕』（
蘆
庵
文
庫
所
蔵
、
外
題
「
安

永
六
丁
酉
年
九
月
十
九
日
よ
り
至
十
月
十
二
日
／
日
記
／
藤
原
宗
韶
」、
大
三
─
一
〇
）
も
服
喪
期
間
分
を
別
冊
と
し
て
一
書
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
死
去
か
ら
葬
儀
に
至
る
顛
末
、
親
類
関
係
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
次
第
を
略
記
す
れ
ば
以

下
の
通
り
。

　
　

九
月　

十
九
日　

藤
島
遠
江
（
信
岑
）
の
病
状
が
悪
化
。

　
　
　
　

二
十
一
日　

巳
刻
ご
ろ
よ
り
急
変
。
子
の
摂
津
信
好
へ
の
家
督
相
続
願
の
相
談
。
午
下
刻
に
卒
去
。

　
　
　
　

二
十
二
日　

遠
江
室
の
剃
髪
願
が
認
め
ら
れ
る
（
翌
日
、
号
は
峯
心
院
と
決
ま
る
）。「
今
晩
内
々
入
棺
」。

　
　
　
　

二
十
三
日　

信
好
へ
の
家
督
相
続
願
が
認
め
ら
れ
る
。
遠
江
の
死
去
届
提
出
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
江
の
兄
弟
・
甥
・
子
が
そ
れ
ぞ
れ
御
所
へ
服
喪
届
を
提
出
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

酉
刻
、
遠
江
葬
送
。
於
伏
見
誠
心
寺
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
な
お
、
同
日
亥
刻
よ
り
同
所
に
於
い
て
藤
森
前
神
主
大
蔵
大
輔
の
葬
儀
も
行
わ
れ
た
）

　
　
　
　

二
十
四
日　

遠
江
の
子
の
摂
津
信
好
よ
り
院
号
「
順
高
院
随
厳
教
竹
居
士
」
が
届
く
。

　

実
際
に
死
去
し
た
の
は
二
十
一
日
だ
が
、
死
亡
届
が
出
さ
れ
た
の
は
相
続
願
が
認
め
ら
れ
て
か
ら
の
二
十
三
日
で
あ
り
、
同
時
に
親

類
に
よ
っ
て
以
下
の
服
喪
届
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
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⑴
弟
信
岑
致
死
去
候
。
依
之
、
従
今
日
廿
日
之
暇
九
十
日
着
服
候
。
尤
不
混
穢
候
。
仍
為
御
届
如
是
御
座
候
。
以
上
。

　
　
　
　

九
月
廿
三
日　
　
　

助
具

　
　

⑵
弟
信
岑
致
死
去
候
。
依
之
、
従
今
日
廿
日
之
間
小
番
不
参
仕
候
。
以
上
。

　
　
　
　

─
─　
　
　
　
　
　

宗
韶

　
　
　
　

上
北
面
御
中

　
　
　
　

院
蔵
人
御
中

　
　

⑶
兄
─
─
─
─

　
　
　
　

─
─

　
　
　

─
─

　
　
　
　

─
─　
　
　
　
　
　

広
章

　
　
　
　

小
番
所
御
中

　
　
　

右
仙
洞
御
所
并
奉
行
月
番
広
橋
殿
衆
へ
為
持
遣
。

　
　

⑷
叔
父
信
─
─

　
　
　
　

─
─

　
　
　

─
─

　
　
　
　

─
─　
　
　
　
　
　

助
功

　
　
　
　

小
番
所
御
中

　
　

⑸
同
断　
　
　
　
　
　
　

宗
順
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⑹
伯
父
─
─

　
　
　

─
─　
　
　
　
　
　
　

広
成

　
　

─
─

　
　
　

─
─

　
　
　

右
禁
中
小
番
所
奉
行
月
番
正
親
町
殿
為
持
遣
。

　
　

⑺
一
、
摂
津
よ
り
届
書

　
　
　

父
信
岑
死
去
仕
候
。
仍
御
届
申
上
候
。
以
上

　
　
　
　
　

九
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　

信
好

　
　
　
　

小
番
所
御
中

　
　
　

右
奉
書
四
ツ
折
美
の
紙
表
包　

為
持
遣
。

　

右
か
ら
、
死
去
し
た
藤
島
遠
江
の
名
は
信
岑
で
あ
り
、
そ
の
兄
が
助
具
・
宗
韶
、
助
具
の
子
即
ち
助
功
（
但
馬
、
祐
業
・
成
功
）
は

甥
、
宗
韶
の
子
即
ち
宗
順
も
甥
、
信
岑
の
弟
が
広
章
、
そ
の
子
即
ち
広
成
（
実
は
助
具
次
男
）
も
甥
、
信
岑
の
子
が
信
好
（
摂
津
）
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
信
岑
の
名
で
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
非
蔵
人
次
第
』
を
検
す
る
に
、

　
　

藤
野
井
相
模
春
原
是
成
〈
改
百
成
。
後
又
改
藤
嶋
藤
原
信
岑
。
改
遠
江
〉

　
　
　
　
　
　

遠
江
成
允
男
。
近
衛
殿
諸
大
夫
為
齋
藤
家
庶
流
。
宝
暦
十
三
年
十
二
月
十
九
日
改
称
号
姓
。
同延享
三
年
十
二
月
十
日

日
出
仕
。
禄
。

と
あ
る
。
信
岑
の
父
は
藤
野
井
（
春
原
）
成
允
で
あ
り
、
成
允
の
子
の
四
兄
弟
が
助
具
（
讃
岐
）・
宗
韶
（
石
見
、
忠
詔
）・
信
岑
（
遠

江
、
是
成
・
百
成
）・
広
章
（
隠
岐
、
成
章
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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六

　

さ
て
、
宗
韶
は
、
二
十
六
日
に
は
順
高
院
（
信
岑
）
石
塔
の
事
を
隠
岐
（
広
章
）
と
相
談
し
決
定
（
図
版
Ｇ
参
照
）、
石
工
へ
申
し

付
け
な
ど
し
て
、「
一
、
跡
の
義
、
万
端
申
談
」
と
記
し
、
今
回
の
弟
信
岑
死
去
一
件
に
一
段
落
付
け
た
。
翌
二
十
七
日
の
記
事
は
、

　
　

一
、
壱
岐
入
来
、
入
夜
壱
岐
同
道
、
隠
岐
方
へ
参
、
追
善
和
哥
当
座
相
催
。

と
あ
る
の
み
。
宗
韶
は
壱
岐
（
富
田
延
成
）
と
共
に
隠
岐
（
広
章
）
邸
に
赴
き
追
善
和
歌
当
座
会
を
催
し
た
。
葬
儀
か
ら
四
日
後
、
漸

く
に
し
て
一
日
の
暇
を
得
た
宗
韶
ら
三
人
は
、
閑
に
和
歌
を
詠
む
こ
と
で
故
人
を
偲
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
上
述
の
よ
う
に
、
⑤
の
最
終
丁
に
は
、
羽
倉
信
美
・
橋
本
経
亮
か
ら
宗
順
に
送
ら
れ
た
服
喪
見
舞
の
和
歌
が
載
せ
ら
れ
て
い

た
。『
藤
島
宗
順
日
記
』
の
九
月
二
十
一
日
条
に

　
　

�

一
、
明
後
廿
三
日
於
当
亭
月
次
集
会
可
相
催
処
、
右
様
子
故
延
引
之
義
、
羽
倉
豊
州
方
へ
令
相
談
。

と
あ
り
、
二
十
三
日
に
宗
順
宅
で
「
月
次
集
会
」
を
開
催
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
叔
父
信
岑
が
危
篤
で
あ
る
こ
と
か
ら
延
期
す
る

こ
と
を
羽
倉
信
美
へ
相
談
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
月
次
集
会
」
の
内
実
は
不
詳
で
あ
る
が
、『
非
蔵
人
盟
約
』（
蘆
庵
文
庫
所
蔵
、
七

─
十
三
）
に
「
官
暇
に
ハ
、
学
文
手
跡
風
雅
之
道
相
嗜
、
上
古
の
風
を
学
、
心
之
内
外
に
可
弁
事
専
要
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
、
非
蔵

人
た
ち
は
日
頃
か
ら
非
番
の
時
に
自
主
的
に
集
会
を
催
し
て
自
己
修
養
に
努
め
て
い
た
と
言
え
よ
う
（「『
非
蔵
人
盟
約
』
と
『
歎
歌
道

之
興
廃
俳
諧
長
歌
二
首
』
解
題
と
翻
刻
─
非
蔵
人
の
誡
め
と
戯
れ
─
」
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
三
五
号
、

二
〇
二
二
年
二
月
、
所
収
、
参
照
）。
約
一
ヶ
月
後
の
十
月
二
十
三
日
の
条
に
、

　
　

一
、
月
次
集
会
於
当
亭
相
催
。
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翌
二
十
四
日
の
条
に
、

　
　

一
、
月
次
和
謌
当
座
会
、
経
亮
丈
亭
被
催
、
参
席
。

と
あ
り
、
延
期
し
て
い
た
九
月
の
「
月
次
集
会
」
を
十
月
二
十
三
日
に
宗
順

が
開
催
し
、
そ
の
翌
日
に
十
月
の
月
次
和
歌
当
座
会
が
橋
本
経
亮
宅
で
開
催

さ
れ
、
宗
順
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
藤
島
宗
順
・
羽
倉
信
美
・

橋
本
経
亮
は
同
年
代
の
非
蔵
人
で
あ
り
、
と
も
に
蘆
庵
門
人
で
あ
っ
た
。
非

蔵
人
た
ち
の
自
己
修
養
の
う
ち
の
重
要
な
部
分
を
和
歌
が
担
い
、
そ
れ
が
日

常
に
定
着
し
て
い
る
さ
ま
が
、
追
善
当
座
歌
会
や
服
喪
見
舞
の
和
歌
か
ら
看

て
取
れ
よ
う
。

〔
翻
刻
凡
例
〕

一
、
翻
字
は
原
則
と
し
て
原
本
通
り
と
す
る
。
但
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て

は
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
、
旧
字
体
・
異
体
字
・
合
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
和
歌
は
主
と
し
て
二
行
書
き
だ
が
、
一
行
書
き
に
改
め
た
。

一
、
適
宜
、
句
読
点
・
並
列
点
を
施
し
清
濁
を
分
か
っ
た
。

一
、
丁
の
表
・
裏
の
移
り
目
は
「
」」
で
示
し
た
。

図版Ｇ　宗韶日記　安永六年九月二十六日条
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一
、
割
書
部
分
は
〈　

〉
で
括
り
示
し
、
改
行
箇
所
は
「
／
」
で
示
し
た
。

一
、
見
せ
消
ち
部
分
は
網
掛
け
で
示
し
た
。
ま
た
、
墨
滅
・
重
ね
書
き
部
分
は
抹
消
線
で
示
し
た
。

一
、
虫
損
・
抹
消
等
に
よ
る
判
読
不
能
箇
所
は
、
字
数
が
判
る
場
合
は
□
で
、
判
ら
な
い
場
合
は
［　

］
で
示
し
た
。

一
、
単
純
な
誤
字
訂
正
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
は
、
改
め
た
後
の
形
で
翻
字
し
た
場
合
が
あ
る
。

一
、
④
と
の
異
同
は
該
当
す
る
和
歌
の
左
に
〔　

〕
で
示
し
た
。

一
、
評
の
書
入
は
《　

》
で
括
り
示
し
、
該
当
語
句
に
傍
線
を
付
し
た
。

一
、
そ
の
他
、
私
の
注
記
事
項
は
（　

）
で
示
し
た
。

一�

、
訂
正
の
前
後
で
清
濁
が
異
な
る
場
合
は
、
清
音
表
記
の
ま
ま
と
し
た
。（
例
：
90
夕
ぐさ

れれ

は
千
々
の
お
も
ひ
の
数
そ
ひ
て
秋
の
哀

ぞ
げ
に
た
ぐ
ひ
な
き
）

一�

、
上
記
①
～
④
、`

⑤
（「`

」
は
そ
の
紙
背
文
書
に
記
さ
れ
る
こ
と
を
表
わ
す
）
の
宗
順
詠
草
資
料
に
所
載
の
和
歌
に
つ
い
て
は
、

和
歌
の
末
尾
に
「
④
」
な
ど
と
注
記
し
た
。
①
の
場
合
は
前
稿
の
歌
番
号
を
付
し
「
①
246
」
な
ど
と
記
し
た
。

〔
翻
刻
〕

藤
島
宗
順
詠
草　

四
─
三
四

外
題
「
安
永
六
年
九
月
〈
従
廿
三
日
／
至
十
月
十
二
日
〉
／
百
首
詠
藻
案
」（
左
肩
・
打
付
書
）。

表
紙
右
下
に
「
藤
原
宗
順
」。
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立
春

1　

は
る
き
ぬ
と
四
方
に
し
ら
せ
て
山
端
を
い
づ
る
朝
日
の
影
ぞ
の
ど
け
き

2　

け
ふ
と
い
へ
ば
ひ
な
も
都
も
お
し
な
べ
て
宿
て
ふ
宿
に
は
る
は
来
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

更
衣

3　

か
へ
て
し
も
香
を
だ
に
う
つ
せ
夏
衣
き
の
ふ
の
は
る
の
花
の
袂
は

4　

花
染
の
心
は
か
へ
じ
衣
手
は
き
の
ふ
の
春
の
名
残
な
く
共
」
1
オ

　
　
　
　
　
　
　

寄
虫
恋

5　

と
は
る
べ
き
ち
ぎ
り
は
た
え
し
夕
間
暮
何
ま
つ
虫
の
音
に
た
て
ゝ
鳴
④

　
　
〔
合
点
有
り
〕

6　

か
け
て
し
も
人
は
と
ひ
こ
ぬ
夕
べ
哉
し
る
し
は
か
な
き
蜘
の
糸
す
ぢ
④

　
　
　
　
　
　
　

暁
霧

7　

あ
か
つ
き
の
八
声
の
鳥
は
な
き
て
し
も
き
り
に
夜
ふ
か
き
山
の
下
庵
①
246

8　

鳥
が
ね
の
声
よ
り
後
も
ほ
の
く
ら
く
ま
だ
夜
を
の
こ
す
秋
ぎ
り
の
空
①
245
」
1
ウ

　
　
　
　
　
　
　

寄
舟
恋

9　

う
し
や
身
は
蜑
の
捨
舟
末
終
に
よ
る
べ
な
ぎ
さ
に
朽
や
は
て
な
ん
④

　
　
〔
三
句
「
末
終
に○

」、
四
句
「
よ
る
べ
な
ぎ
さ
に○

」、
末
尾
に
「
句
切
同
字
あ
た
り
候
」
と
書
入
〕

10　

身
は
終
に
朽
や
は
て
な
ん
波
の
上
の
あ
ま
の
捨
舟
よ
る
べ
な
け
れ
ば
④

　
　
〔
初
句
「
身か

はく

つな

ゐが

にら

」、
三
句
添
削
あ
る
が
破
損
の
た
め
判
読
不
可
、
四
句
「
あた
ゆ
た
ふま

の
す
て
舟
」〕
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簷
橘

11　

か
ほ
る
香
に
と
ほ
き
そ
の
世
を
お
も
ひ
出
て
む
か
し
忍
ぶ
の
軒
の
立
花

12　

軒
ち
か
く
花
橘
の
咲
し
よ
り
か
ほ
る
香
あ
か
ぬ
夕
風
ぞ
吹
」
2
オ

　
　
　
　
　
　
　

寄
衣
恋

13　

お
も
ひ
侘
夜
の
衣
を
か
へ
し
て
も
つ
れ
な
き
人
は
夢
に
だ
に
み
ぬ
④

　
　
〔
合
点
有
り
、
二
句
「
夜
の
衣
は
」、
末
尾
に
「
□
（
よ
カ
）く
調
候
」
と
書
入
〕

14　

さ
め
て
又
し
た
ふ
も
は
か
な
小
夜
衣
か
へ
し
て
み
つ
る
夢
の
な
ご
り
を
④

　
　
〔
四
句
「
か
へ
し
見
つ
る
□
」〕

　
　
　
　
　
　
　

初
秋
（
①`

⑤
で
は
「
早
秋
」）

15　

け
ふ
よ
り
は
秋
き
に
け
り
と
吹
風
も
身
に
し
み
そ
む
る
朝
戸
出
の
袖

16　

ち
り
そ
む
る
一
葉
の
上
に
け
さ
よ
り
は
秋
と
し
ら
せ
て
置
る
白
露
①
241`

⑤

17　

露軒

すち

がか

るき

荻
の
上
葉
に
け
さ
よ
り
は
ま
づ
吹
そ
む
る
秋
の
初
風
①
242`

⑤
」
2
ウ

　
　
　
　
　
　
　

田
家

18　

賤
が
住
田
づ
ら
の
里
の
そ
こ
と
し
は
朝
夕
た
つ
る
け
ぶ
り
に
ぞ
し
る
④

　
　
〔
合
点
有
り
、
初
二
句
「
賤か

す
か
な
る

が
す
む
田
づ
ら
の
里庵

の
」〕

19　

秋
穂
た
れ
稲
葉
色
づ
く
此
比
は
田
づ
ら
の
民
の
家
居
に
ぎ
ほ
ふ
④

　
　
　
　
　
　
　

寄
原
恋
〈
20　

し
ら
で
か
く
契
り
し
中
の
／
浅
ぢ
原
心
の
秋
に
色
か
は
る
と
は
〉

21　

人
心
あ
さ
ぢ
が
原
の
あ
さ
し
と
は
し
ら
で
年
月
し
た
ふ
は
か
な
さ
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22　

ち
ぎ
り
て
し
人
の
心
は
あ
さ
ぢ
原
た
の
む
と
す
れ
ど
色
か
は
り
行
④

23　

つ
れ
も
な
く
か
は
る
はぞ

うつ

しら

やき

人
心
あ
さ
ぢ
が
原
の
あ
さ
き
契
り
は

24　

日
に
そ
ひ
て
う
ら
み
ぞ
ま
さ
る
ま
く
ず
原
身
を
あ
き
風
の
吹
そ
め
し
よ
り
④

　
　
〔
合
点
有
り
、
四
句
「
身
に
あ
き
風
の
」〕」
3
オ

　
　
　
　
　
　
　

寄
橋
恋

25　

我う
し
や身
世
に
な
が
ら
の
橋
の
な
が
ら
へ
て
つ
れ
な
き
人
を
し恋

わ

た

る

身

は

た
ふ
は
か
な
さ
①
255

26　

我
中
は
久
米
ぢ
の
橋
の
は
か
な
く
も
か
け
し
契
り
の
た
へ
ぬ
る
ぞ
う
き
①
256

　
　
　
　
　
　
　

春
曙

27　

難
波
江
や
た
ぐ
ひ
も
波
の
末
遠
く
か
す
み
に
ゝ
ほ
ふ
は
る
の
曙
①
236

28　

い
つ
は
あ
れ
ど
わ
き
て
た
ぐ
ひ
も
波
の
上
あ
け
ぼ
の
か
す
む
住
の
江
の
は
る
①
235
」
3
ウ

　
　
　
　
　
　
　

見
花

29　

咲
し
よ
り
花
に
心
を
染
は
て
ゝ
あ
か
ず
ぞ
め
づ
る
春
の
此
比

30　

あ
か
ず
み
る
心
を
花
の
し
る
な
ら
ば
日
数
ふ
る
と
も
ち
ら
ず
も
あ
ら
な
ん

　
　
　
　
　
　
　

落
花

31　

立
な
ら
ぶ
花
の
梢
を
吹
風
に
空
さ
む
か
ら
ぬ
雪
ぞ
ふ
り
く
る

32　

咲
花
の
ち
る
と
は
か
ね
て
し
り
な
が
ら
さ
そ
ふ
は
つ
ら
し
春
の
山
風
」
4
オ

　
　
　
　
　
　
　

冬
月

33　

立
な
ら
ぶ
木
々
の
梢
は
落
葉
し
て
霜
夜
の
月
の
か
げ
ぞ
く
ま
な
き
①
248　
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34　

秋
よ
り
も
光
を
そ
へ
て
池
水
の
氷
の
ひ
ま
に
や
ど
す
月
か
げ
①
247　

　
　
　
　
　
　
　

寄
草
恋

35　

草
の
名
の
し
の
ぶ
と
す
れ
ど
い
つ
よ
り
か
世
に
はも

れ

初

し

涙

な

る

ら

ん

う
き
名
の
も
れ
は
じ
め
け
ん

36　

我
中
に
た
が
た
ね
ま
き
し
忘
草
い
つ
よ
り
か
く
は
し
げ
り
あ
ひ
ぬ
る
④

　
　
〔
合
点
有
り
、
二
句
以
下
「
た
が
た
ね
ま
き
し

て
か
ね
ご
と
もわ

す
れる

ゝ

草
の

い
つ
よ
り
か
く
は
し
げ
り
そあ

ふ

め
□
□
」〕

37　

つ
れ
な
し
や
契
り
置
し
も
月
草
の
う
つ
ろ
ひ
や
す
き
人
の
心
は
④
」
4
ウ

　
　
　
　
　
　
　

鷹
狩

38　

狩
人
の
袖
さ
む
か
ら
ん
は
し
た
か
の
外
山
の
あ
ら
し
落
る
す
そ
野
は
④

〔
合
点
有
り
、
二
句
「
袖
さ
む
か
ら
ん
」、「
す
そ
」
の
右
に
紺
の
不
審
紙
有
り
〕

39　

霜
ふ
か
き
小
野
ゝ
し
の
原
ふ
み
し
だ
き
鳥
立
尋
る
け
ふ
の
か
り
人

40　

御
か
り
野
に
今
朝
置
霜
を
ふ
み
し
だ
き
心
い
さ
み
て
い
づ
る
た
か
人
④

　
　
〔
初
句
「
御
か
り
野
のに

」、
二
句
「
今
朝
の
朝
霜
」〕

　
　
　
　
　
　
　

寄
海
恋

41　

う
し
つ
ら
し
人
の
心
は
あ
ら
海
の
蜑
の
か
る
て
ふ
み
る
め
さ
へ
な
き
④

　
　
〔「
つ
ら
し
」
の
右
に
「
又
句
絶
也
」
と
傍
記
、
結
句
の
左
に
「
句
絶
ニ
ナ
ル
也
」
と
傍
記
〕

42　

い
か
に
せ
ん
た
の
み
し
人
は
わ
た
つ
海
の
塩
の
満
干
に
か
は
る
心
よ
④

〔
合
点
有
り
、
初
二
句
「
い
か
に
せ
ん
た
の
みま

し
人な

□
□
□は

」〕

43　

つ
れ
も
な
き
人
に
う
ら
み
は
有
磯
海
の
岩
う
つ
波
に
身
を
く
だ
き
て
も
」
5
オ
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寄
鳥
恋

44　

うた

の

め

て

も

こ

ぬ

夜

の

床

の

き
人
は
と
ひ
こ
ぬ
夜
半
の
ひ
と
り
ね
に
我
身
う
づ
ら
の
音
を
の
み
ぞ
な
く
①
257　

45　

み
る
に
な
ほ
我
ひ
と
り
ね
を
う
ら
む
ぞ
よ
つ
が
ひ
は
な
れ
ぬ
池
の
を
し
鳥
①
258　

　
　
　
　
　
　
　

歳
暮

46　

さ
ま
〴
〵
の
こ
と
わ
ざ
し
げ
き
身
に
は
猶
い
と
ゞ
程
な
き
年
の
暮
が
た
④

47　

お
し
み
て
も
と
ま
ら
ぬ
年
の
早
瀬
川
よ
ど
む
間
も
な
く
な
が
れ
て
ぞ
ゆ
く
④

　
　
〔
初
句
「
おを

し
みめ

て
も
」、
末
尾
に
「
□
（
よ
カ
）く

調
候
」
と
書
入
〕」
5
ウ

　
　
　
　
　
　
　

鵜
川

48　

夏
の
夜
の
更
ゆ
く
ま
ゝ
に
大
井
河
瀬う

舟
の
か
ゞ
り

々
に
か
ず
そ
ふ
か
ゞ
り
火

49　

う
飼
舟
月
の
入
さ
を
待
え
つ
ゝ
河
も
の
波
に
か
ゞ
り
さ
す
也

　
　
　
　
　
　
　

野
月

50　

置
露
に
も
す
そ
ぬ
る
と
も
分
ゆ
か
ん
月
か
げ
清
き
武
蔵
野
ゝ
は
ら`

⑤

51　

き
て
み
よ
と
人
ま
つ
虫
の
音
に
ぞ
鳴
花
野
の
露
に
や
ど
る
月
か
げ`

⑤
」
6
オ

　
　
　
　
　
　
　

女
郎
花

52　

秋
の
野
に
心
さ
だ
め
ぬ
女
郎
花
風
て
ふ
風
に
な
び
くき

や
は
す
る

姿
は

53　

心
あ
ら
ば
あ
だ
に
な
び
く
な
女
郎
花
秋
の
野
風
は
よ
し
さ
そ
ふ
と
も`

⑤

54　

さ
だ
ま
ら
ぬ
心
と
ぞ
み
る
女
郎
花
か
な
た
こ
な
た
に
な
び
く
姿
は`

⑤

た
の
み
て
し
人
は
こ
ぬ
夜
の
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待
郭
公

55　

か
く
ば
か
り
待
と
も
し
ら
で
時
鳥
を
の
が
初
音
を
な
ど
お
し
む
ら
ん

56　

待
侘
る
心
を
し
ら
ば
時一

声
を鳥
を
し
ま
で
も
ら
すせ

山

時

鳥

一
声
も
が
な

57　

時
鳥
わ
が
ま
つ
空
は
つ
れ
な
く
て
雲
の
い
づ
こ
に
声
も
ら
す
ら
ん
」
6
ウ

　
　
　
　
　
　
　

聞
郭
公

58　

わ
がれ

たき

めけ

にと

も
ら
す
初や

音今

の
一
声
は
さ
だ
か
に
ぞ
き
く
山
時
鳥

59　

ね
や
の
戸
を
お
し
明
が
た
の
時
鳥
も
ら
す
初
音
を
う
れ
し
と
ぞ
聞

　
　
　
　
　
　
　

江
月

60　

う
づ
ら
鳴
真
野
ゝ
入
江
の
波
の
上
に
や
ど
れ
る
月
の
影
ぞ
淋
し
き`

⑤

61　

難
波
江
や
芦
分
小
舟
さ
や
か
な
る
月
に
う
か
れ
て
漕
や
い
づ
ら
ん

62　

さ
や
か
な
る
月
に
う
か
れ
て
み
な
と
江
の
た
な
ゝ
し
小
舟
漕
や
い
づ
ら
ん`

⑤
」
7
オ

　
　
　
　
　
　
　

寄
山
恋

63　

妹
と
背
の
山
て
ふ
名
さ
へ
聞
も
う
し
つ
れ
な
き
人
を
恋
る
我
身
は

64　

人
よ
し
れ
忍
ぶ
の
山
の　
　
　
　
　

し
の
び
〳
〵
て
か
よ
ふ
心
を

65　

し
ら
れ
じ
な
人
め
も
ふ
か
く
し
の
ぶ
山
し
の
び
て
か
よ
ふ
中
の
む
つ
ご
と
④

　
　
〔
合
点
有
り
、
二
句
「
人
め
を
ふ
か
く
」、
結
句
「
中
の
む玉
づ
さつ

□（
ご
と
カ
）□」、

末
尾
に
「
□
（
よ
カ
）く

候
」
と
書
入
〕

66　

山
に
さ
へ
妹
と
背
の
名
の
あ
る
と
し
は
し
ら
で
や
人
の
わ
れ
に
つ
れ
な
き
④

　
　
　
　
　
　
　

浅
雪

し

れ

か

し

な

人

め

を

ふ

か

く

し

の

ぶ

山
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67　

起た
ゞ
一
重

い
で
ゝ
み
る
も
め
づ
ら
し
此
朝
け
た
ゞ
一
重
な
る
庭
の
白
ゆ
き
④

〔
合
点
有
り
、
末
尾
に
「
よ
く
調
候
」
と
書
入
〕（
な
お
、
①
101
に
は
「
降
て
し
も
つ
も
り
は
や
ら
ず
此
朝
け
た
ゞ
一
え
な
る
庭
の
白
ゆ
き
」
と
い
う
、
言
葉
が
多
く

重
な
る
歌
が
あ
る
。）

68　

か
れ
の
こ
る
あ
さ
ぢ
が
上
に
降
雪
は
き
の
ふ
の
霜
の
俤
に
し
て
④
」
7
ウ

　
　
　
　
　
　
　

擣
衣
〈
69　

烏
羽
玉
の
夜
は
す
が
ら
に
賤
の
め
が
／
麻
の
さ
衣
打
も
た
ゆ
ま
ず
〉

70　

長
き
夜
に
賤
の
を
だ
ま
き
く
り
返
し
お
や
む
間
も
な
く
衣
打
声

71　

す
が
原
や
伏
見
の
里
は
あ
れ
は
て
ゝ
秋
風
寒
み
き衣ぬ
た
打
声な
り

72　

秋
風
の
た
よ
り
に
ぞ
き
く
里
遠
み
あ
ま
も
ま
ど
を
の
衣
う
つ
と
は

　
　
　
　
　
　
　

叢
蛍

73　

秋
ち
か
き
野
ベ
の
草
む
ら
露
深し
げ

み
夜
は
ほ
た
る
の
や
ど
り
に
や
す
る

74　

露
す
が
る
草
む
ら
ご
と
に
く
る
ゝ
よ
り
飛
や
ほ
た
る
の
か
げ
の
涼
し
さ

　
　
（
な
お
、
①
116
に
は
「
更
る
夜
は
置
露
し
げ
き
草
む
ら
に
す
が
る
ほ
た
る
の
か
げ
ぞ
涼
し
き
」
と
い
う
、
言
葉
が
多
く
重
な
る
歌
が
あ
る
。）」
8
オ

　
　
　
　
　
　
　

落
葉

75　

色
ふ
か
く
染
し
紅
葉
のも

此
こ
ろ
は
さ
そ
ふ
あ
ら
し
に
ま
か
せ
て
ぞ
ち
る
④

　
　
〔
合
点
有
り
〕

76　

山
姫
の
ふ
か
く
染
て
し
紅
葉
々
を
つ
れ
な
く
さ
そ
ふ
嶺
の
木
枯
④

　
　
　
　
　
　
　

千
鳥

77　

い
づ
く
に
や
妻
を
沖
津
の
は
ま
ち
ど
り
波
の
よ
る
〳
〵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り
夜
寒
を
侘
て
鳴
ら
ん
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78　

月
か
げ
も
い
た
く
ふ
け
ゐ
の
浦
か
ぜ
に
し
ば
鳴
千
鳥
声
ぞ
す
み
行

79　

夜
を
寒
み
妻
こ
ひ
か
ね
て

80　

す
み
渡
る
月
に
妻
と
ふ
小
夜
千
鳥
を
の
が
浦
〳
〵
鳴
わ
た
る
ら
ん

81　
〈
よ
る
波
に
立
居
さ
だ
め
ぬ
／
う
ら
千
鳥
又
い
づ
く
に
か
／
鳴
わ
た
る
ら
ん
〉」
8
ウ

　
　
　
　
　
　
　

夕
虫

82　

侘
て
す
む
草
の
庵
の
夕
間
暮
淋
し
さ
そ
ふ
る
虫
の
声
〴
〵`

⑤

83　

黄
昏
は
庭
も
ま
が
き
も
お
し
な
べ
て
さ
ま
〴
〵
虫
の
鳴
し
き
る
声`

⑤

　
　
　
　
　
　
　

岡
紅
葉

84　

岡
の
名
の
八
し
ほ
に
は
あ
ら
で
秋
ふ
か
く
千
入
に
染
し
木
々
の
紅
葉
々

85　

夕
日
影
さ
す
や
岡
べ
に
い
く
千
入
そ
め
て
色
こ
き
秋
の
紅
葉（

マ
マ
）

　

」
9
オ

　
　
　
　
　
　
　

岸
柳

86　

春
風
に
糸
よ
り
か
け
て
行
水
の
波
の
あ
や
を
る
岸
の
青
柳
①
237　

87　

川
岸
の
春柳

の

糸

の

枝

た

れ

て

の
青
柳
打
な
び
き
み
ど
り
を
あ
ら
ふ
水
の
し
ら
波

88　

水波

の
あ
や
を
を
り
そ
へ
け
り
な
行
水
の
み
ど
り
を
あ
ら
ふ
岸
の
青
柳
①
238　

　
　
　
　
　
　
　

秋
夕

89　

黄
昏
のは

うか

な

し

か

り

け

り

さ
は
ま
ぎ
れ
ず
我
の
み
の
秋
に
は
あ
ら
ぬ
と
お
も
ふ
物
か
ら`

⑤

90　

夕
ぐさ

れれ

は
千
々
の
お
も
ひ
の
数
そ
ひ
て
秋
の
哀
ぞ
げ
に
た
ぐ
ひ
な
き`
⑤
」
9
ウ

　
　
　
　
　
　
　

寄
木
恋
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91　

我
に
う
き
人
は
常
盤
の
松
な
れ
や
千
と
せ
ふ
る
と
も
色
は
か
は
ら
じ
④

〔
合
点
有
り
、
下
句
「
ち
と
せし

は

ふ
るれ

と
も
色
はぞ

か
は
ら
じぬ

」〕

92　

葉
が
へ
せ
ぬ
軒
ば
の
松
は
つ
れ
も
な
き
人
の
心
の
た
ぐ
ひ
と
ぞ
み
る
④

〔
初
句
「
色
か
へ
ぬ
」〕

　
　
　
　
　
　
　

若
菜

93　

春
の
日
の
光
り
に
も
ゆ
る
初
若
な
い
ざ
お
り
立
て
我
も
つ
ま
ゝ
し

94　

も
へ
い
づ
る
野
べ
の
七若

な
を草
賤
の
め
が
袖
ふ
り
は
へ
て
つ
み
は
や
す
ら
し
」
10
オ

　
　
　
　
　
　
　

残
雪

95　

咲
花
の
お
も
か
げ
み
せ
て
梢
に
は
ま
だ
き
へ
の
こ
る
去
年
の
白
ゆ
き

96　

春
風
よ
あ
だ
に
ち
ら
す
な
咲
花
の
お
も
か
げ
み
す
る
去枝

年の

の
白
ゆ
き

97　

は
る
き
ぬ
と
か
す
む
や
い
づ
こ
白
雪
は
ま
だ
き
へ
あの

こ
る
み
よ
し
野
ゝ
山

へ
ぬ
遠
の
山
端

　
　
　
　
　
　
　

朝
霞
〈
98　

い
と
は
や
も
今
朝
は
か
す
み
の
立
こ
め
て
／
の
ど
か
に
む
か
ふ
春
の
山
は
〉

99　

朝
日
か
げ
出
か
け
出
る
外
山
の
み
ね
た
か
み
霞
の
衣
立
わ
た
り
ぬ
る

100　

春
の
色
を
ま
づ
み
せ
そ
め
て
此
朝
け
か
す
み
に
ゝ
ほ
ふ
遠
の
山
端

101　

朝
が
す
み
色
も
の
ど
か
に
立
こわ

めた

てり

」
10
ウ

　
　
　
　
　
　
　

夕
立

102　

時
の
間
に
は
げ
し
く
き
ほ
ふ
夕
立
は
ふ
る
も
は
る
ゝ
も
風
の
ま
に
〳
〵`
⑤

103　

ふ
り
く
る
も
晴
る
も
風
の
心
に
て
と
も
に
あ
し
と
き
夕
立
の
雨`

⑤
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104　

此
里
に
ふ
る
か
と
み
れ
ば
又
晴
て
あ
し
も
や
す
め
ぬ
夕
立
の
雲

　
　
　
　
　
　
　

池
藤

105　

む
ら
さ
き
の
色
を
ふ
か
め
て
咲
藤
の
花
の
か
げ
み
る
春
の
池
水

106　

む
ら
さ
き
の
色
こ
き
藤
の
花
の
か
げ
う
つ
る
も
あ
か
ぬ
庭
の
池
水

107　

咲
藤
の
花
の
か
げ
み
る
池
水の
面
は
水

は
波
に
も
春
の
色
ぞ
う
か
べ
る
」
11
オ

　
　
　
　
　
　
　

神
楽

108　

庭
火
た
き
霜
の
白
ゆ
ふ
か
け
ま
く
も
神
の
御
前
に
う
た
ふ
榊
葉
④

〔
合
点
有
り
、
初
句
「
庭ふ

か
き
よ
の

火
た
き
」、
末
尾
に
「
可
然
候
」
と
書
入
〕

109　

榊
葉
に
置
そ
ふ
霜
の
白
に
ぎ
て
と
り
〴
〵
う
た
ふ
朝
倉
の
声
④

　
　
〔
末
尾
に
「
是
も
」
と
書
入
〕

　
　
　
　
　
　
　

河
月
〈
110　

所更

が行

らば

い
と
ゞ
光
り
も
清
滝
の
／
川
瀬
の
波
を
て
ら
す
月
か
げ`

⑤
〉

111　

山
河
や
さ
や
か
に
て
ら
す
月
か
げ
に
す
む
い
ろ
く
ず
の
数
も
み
え
け
り

112　

更所

行が

ばら

い
と
ゞ
光
り
も
清
滝
の
名
に
な
が
れ
た
る
月秋

のの

か月

げか

哉げ`

⑤

113　

河
の
波
よ
る
と
も
み
え
ず
さ
や
け
さ
は
月
の
か
つ
ら
の
名
に
し
お
ふ
か
げ
」
11
ウ

　
　
　
　
　
　
　

夏
草

114　

か
り
は
ら
ふ
跡
よ
り
し
げ
る
夏
草
に
野
べ
は
さ
ぞ
な
と
お
も
ひ
や
ら
る
ゝ

115　

あ
げ
ま
き
の
か
る
と
も
み
え
ず
野
べ
は
今
道
も
な
き
ま
で
し
げ
る
夏
草
①
239　

116　

若
な
つ
み
わ
ら
び
折
つ
ゝ
こ
し
野
べ
のも

いお

も

か

げ

も

な

く

ま
は
ひ
と
つ
に
し
げ
る
夏
草
①
240　
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早
苗

117　

賤
の
め
が
く
る
と
も
し
ら
ず
し
ら
と
り
の
鳥
羽
田
の
面
に
さ
な
へ
と
る
也

118　

夕
日
か
げ
さ
す
や
田
面
に
う
へ
の
こ
す
さ
な
へ
つ
か
ね
て
か
へ
る
ま
す
ら
男

119　

乙
女
子
が
広
き
田
面
に
わ
せ
お
く
て
ひ
と
つ
み
ど
り
に
う
へ
わ
た
す
也

　
　
（
な
お
、
①
187
に
は
「
乙
女
子
は
広
き
田
面
に
お
り
立
て
み
ど
り
の
早
苗
と
れ
ど
つ
き
せ
ぬ
」
と
い
う
、
言
葉
が
多
く
重
な
る
歌
が
あ
る
。）」
12
オ

　
　
　
　
　
　
　

谷
鶯

120　

谷
ふ
か
み
ま
だ
し
ら
ゆ
き
の
ふ
る
す
に
も
春
を
し
ら
せ
て
鶯
ぞ
な
く
①
233

　
　
（
な
お
、
①
93
に
は
「
雪
も
ま
だ
き
え
あ
へ
ぬ
谷
の
ふ
る
す
に
も
は
る
き
に
け
り
と
鶯
ぞ
な
く
」
と
い
う
、
言
葉
が
多
く
重
な
る
歌
が
あ
る
。）」

121　

春
き
て
も
み
谷
が
く
れ
は
し
ら
雪
の
ふ
る
す
な
が
ら
に
鶯
の
な
く
①
234

　
　
（
な
お
、
①
94
に
は
「
は
る
き
ぬ
と
誰
か
告
け
ん
谷
ふ
か
み
ふ
る
す
な
が
ら
に
鶯
の
な
く
」
と
い
う
、
言
葉
が
多
く
重
な
る
歌
が
あ
る
。）」

　
　
　
　
　
　
　

梅
風

122　

う
つ
し
植
し
外
面
の
梅
の
咲
し
よ
り
に
ほ
ふ
も
あ
か
ぬ
春
風
ぞ
吹

123　

朝
な
夕
な
鉤
簾
の
垂
簾
の
ひ
ま
と
め
て
梅
が
ゝ
送
る
軒
の
春
風
」
12
ウ

　
　
　
　
　
　
　

暮
春

124　

さ
く
ら
花
ふ
か
く
ち
り
し
け
け
ふ
の
み
と
暮
ゆ
く
春
の
道
た
ど
る
ま
で

125　

ゆ
く
は
る
に
を
く
れ
や
せ
じ
と
花
は
根
に
鳥
は
古
巣
に
立
か
へ
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　

九
月
尽

126　

し
か
す
が
に
暮
ゆ
く
秋
は
お
し
き
か
な
う
き
時
な
り
と
い
ひ
し
物
か
ら
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127　

色
も
こ
く
染
し
紅
葉
の
に
し
き
き
て
秋
や
い
づ
こ
に
立
か
へ
る
ら
ん
」
13
オ

　
　
　
　
　
　
　

浦
月

128　

さ
や
か
な
る
影
に
う
か
れ
て
す
ま
の
浦
の
蜑
や
も
し
ほ
を
月
に
く
む
ら
ん

129　

さ
は
る
べ
き
山
の
は
も
な
し
和
田
津
海
の
波
のぢ
は
る
か
に

上
遠
く
て
ら
す
月
か
げ

　
　
　
　
　
　
　

七
夕

130　

暮
ま
ち
て
舟
出
し
つ
ら
ん
漢
川
年
に
稀
な
る
星
の
逢
よ
は`

⑤

131　

ま
ど
を
な
る
逢
せ
な
が
ら
も
秋
毎
に
か
は
ら
ぬ
ち
ぎ
り
星
や
な
ぐ
さ
む`

⑤
」
13
ウ

　
　
　
　
　
　
　

述
懐

132　

年
月
を
い
た
づ
ら
に
の
み　

　
　
　
　
　

あ
だ
に
く
ら
し
て
い
ま
さ
ら
に
身
の
お
こ
た
り
を
なく

げや

くむ

お
ろ
か
さ
①
262　

133　

くな

やげ

みき

てて

もも

は
か
な
か
り
け
る
年
月
を
あ
だ
に
過
こ
し
身
の
を
こ
た
り
を
①
261　

134　

い
か
に
せ
ん
あ
だ
に
月
日
を
く
ら
し
つ
ゝ
悔
の
八
ち
度
先
だ
ゝ
ぬ
み
は

　
　
　
　
　
　
　

寄
月
恋

135　

よ
る
も
な
ほ
人
め
を
つ
ゝ
む
わ
が
袖
にの

涙
あ
ら
は
す
月
ぞ
つ
れ
な
き
④

〔
結
句
「
月□

か
げ
□ぞ

つう
□（
き
カ
）

れ
な
□

（
き
カ
）」〕

136　

月た

づ

ね

き

て

や

ど

る

も

つ

ら

し

夜

半

の

月

影
の
や
ど
る
も
う
し
や
お
も
ひ
あ
ま
り
つ
ゝ
む
に
あ
ま
る
袖
の
涙
にを

137　

月
影
の
や
ど
る
も
う
し
や
よ
な
〳
〵
に
物
お
も
ふ
袖
の
涙
と
ひ
き
て
④

　
　
〔
末
尾
に
「
二
首
と
も
調
候
」
と
書
入
〕」
14
オ
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寄
風
恋

138　

ちた

ぎの

りみ

てこ

しし

人
の
心
に
秋
風
の
い
つ
よ
り
な
ど
て
吹
は
じ
め
け
ん
①
254

139　

か
な
ら
ず
と
ち
ぎ
り
置
て
し
夕
昏
は
ま
つ
吹
風
も
そ
れ
か
と
ぞ
聞
①
253

　
　
　
　
　
　
　

寄
雲
恋

140　

逢
事
は
い
つ
と
も
し
ら
ず
し
ら
雲
の
よ
そ
に
の
み
ゝ
て
こ
ふ
る
身
ぞ
う
き
④

〔
二
句
「
い
つ
と
も
し
ら
で○

」、
四
句
「
よ
そ
に
の
み
見
て○

」、
結
句
の
右
に
「
あ
た
り
候
」
と
傍
記
〕

141　

大
空
に
た
ゞ
よ
ふ
雲
の
そ
れ
よ
り
も
は
れ
ぬ
は
む
ね
の
お
も
ひ
な
り
け
り
④

〔
合
点
有
り
、
上
句
「
大立

お
ほ
ふ
さ
月
の
雨
の

空
に
た
ゞ
よ
ふ
雲
の
そ
れ
□
□
□
」
と
し
て
更
に
「
タ
ヾ
ヨ
フ
□
□
□
所
も
あ
る
也
」
と
右
に
傍
記
〕」
14
ウ

　
　
　
　
　
　
　

夜
鹿

142　

外
山
な
る
正
木
の
か
つ
ら
な
が
き
夜
に
く
り
返
し
つ
ゝ
鹿
の
鳴
声`

⑤

143　

月
影
も
更
行
夜
半
に
を
の
が
妻
こ
ぬ
を
侘
て
や
鹿
の
鳴
ら
ん`

⑤

　
　
　
　
　
　
　

水
鳥

144　

池
水
も
を
の
が
羽
風
に
こ
ほ
る
ら
ん
朝
置
霜
を
は
ら
ふ
を
し
か
も

145　

か
れ
の
こ
る
あ
し
間
の
水
も
こ
ほ
る
夜
は
う
き
ねや侘
てる

や
池
の
を
し
鴨

146　

池
水
も
な
ほ
こ
ほ
る
ら
ん
を
し
か
も
の
霜
う
ち
は
ら
ふ
を
の
が
羽
風
に
」
15
オ

　
　
　
　
　
　
　

時
雨

147　

吹山

風
の
心
に
ま
か
す
村
時
雨
ふ
る
か
と
み
れ
ば
や
が
て
は
れ
ぬ
る
④

〔
合
点
有
り
、
初
句
「
吹
風
の
」
の
「
吹
」
に
「
山
」
の
別
案
な
し
。
末
尾
に
「
□（
よ
く
カ
）□調
候
」
と
書
入
〕
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148　

やさ
そ
ひ
き
て

が
て
又
此
方
の
里
や
し
ぐ
る
ら
ん
外
山
の
み
ね
にの

風

の

浮

か
ゝ
る
村
雲

149　

ふ
る
も
と
き
晴
る
も
や
す
き
村
時
雨
浮
雲
さ
そ
ふ
風
に
ま
か
し
て
④

　
　
〔
二
句
「
降
も
と
きく

」〕

　
　
　
　
　
　
　

羇
旅

150　

行
暮
て
今
宵
此
野
に
草
を
床
露
を
ま
く
ら
の
う
き
ね
を
や
せ
ん

151　

旅か
り
ま
く
ら
を衣
露
け
き
袖
を
か
た
し
き
て
う旅

きの

ねま

のく

床ら

はは

夢
も
む
す
ば
ず
」
15
ウ

　
　
　
　
　
　
　

夏
祓　
〈
152　

御
祓
す
る
袂
す
ゞ
し
く
吹
風
は
／
ま
だ
き
に
秋
の
立
か
と
ぞ
お
も
ふ`

⑤
〉

153　

神
風
や
み
も
す
そ
川
の
清
き
せ
に
け
ふ
も
ろ
人
の
御
祓
す
ら
し
も`

⑤

154　

け
ふ
と
い
へ
ば
麻
の
ぬ
さ
も
て
こ
ゝ
だ
く
の
つ
み
て
ふ
つ
み
を
祓
す
て
ま
し

155　

夏
川
や
早
瀬
の
波
に
御
祓
し
て
つ
み
て
ふ
つ
み
は
あ
ら
じ
と
ぞ
お
も
ふ

　
　
　
　
　
　
　

春
月

156　

打
か
す
む
外
山
の
み
ね
を
い
づ
る
よ
り
か
げ
お
ぼ
ろ
な
る
は
る
の
よ
の
月

157　

な
ら
ひ
と
は
お
も
ふ
物
か
ら
い
づ
る
よ
り
か
す
む
は
つ
ら
き
春
の
夜
の
月
」
16
オ

　
　
　
　
　
　
　

神
祇

158　

あ
ふ
げ
な
ほ
此
日
本
に
跡
た
れ
て
君
が
代
守
る
神
の
恵
を
①
264　

159　

さ
ま
〴
〵
に
跡
を
た
れ
つ
ゝ
君
が
代
の
さ
か
へ
を
守
る
八
百
万
神
①
263　

　
　
　
　
　
　
　

祝
言

160　

数
な
ら
ぬ
我
身
に
さ
へ
も
あ
ふ
ぐ
ぞ
よ
た
へ
ぬ
八
雲
の
道
の
さ
か
へ
を

の

ま

に

〳
〵
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161　

雨
風
も
時
を
た
が
へ
ぬ
恵
に
や
な
べ
て
う
る
ほ
ふ
四
方
の
国
民
①
265　

162　

わ
が
君
が
め
ぐ
み
に
も
れ
ず
民
や
す
く
世
は
ゆ
た
か
な
る
時
や
此
と
き
①
266
」
16
ウ

　
　
　
　
　
　
　

山
月

163　

山
の
名
の
あ
ら
し
に
は
れ
て
雲
霧
は
あ
と
な
き
み
ね
に
出
る
月
か
げ`

⑤

164　

さ
は
る
べ
き
雲
は
あ
ら
し
に
は
れ
て
今
山
の
は
い
づ
る
月
の
く
ま
な
さ`

⑤
①
243　

165　

秋
風
に
雲
は
あ
と
な
く
晴
て
い
ま
さ
や
か
に
出
る
山
の
は
の
月

166　

吹
風
に
雲
き
り
晴
て
さ
し
い
づ
る
か
げ
も
さ
や
け
き
山
端
月
①
244　

　
　
　
　
　
　
　

積
雪

167　

ふ
み
分
て
誰
も
と
ひ
こ
ぬ
庭
の
面
は
つ
も
る
ま
ゝ
な
る
今
朝
の
し
ら
ゆ
き
④

〔
合
点
有
り
、「
ふ
み
分
て
た
れ
も
と
ひは

れ
ぬこ

ぬ
庭
のは

面
は
つ四

も
る
ま
ゝ
な
る
今

や
ど
の
し
づ
け
さ朝の

し三

□（
ら
ゆ
き
カ
）

□
□　

」
の

〕

168　

日
を
へ
つ
ゝ
ふ
り
つ
む
雪
の
ふ
か
き
に
は
老
ぬ
る
駒
も
道
や
ま
ど
は
ん
④

169　

な
び
き
ふ
す
竹
の
末
葉
の
み
へ
ぬ
ま
で
ふ
か
く
つ
も
れ
る
今
朝
の
白
ゆ
き
」
17
オ

　
　
　
　
　
　
　

朝
霜

170　

秋
に
み
し
花
の
千
種
は
冬
枯
し
庭
の
ま
が
き
に
む
す
ぶ
朝
霜
④

171　

ち
り
つ
も
る
木
の
葉
の
上
に
此
朝
け
置
霜
こ
ほ
る
色
の
寒
け
さ
④

〔
合
点
有
り
、
末
尾
に
「
□
（
可
カ
）然
候
」
と
書
入
〕

　
　
　
　
　
　
　

眺
望

172　

ち
り
う
か
ぶ
さ
ゝ
の
一
葉
と
み
る
が
う
ち
に
ゆ
く
ゑ
は
波
に
き
ゆ
る
つ
り
舟
①
259　
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173　

舟
とつ
な
ぐむ
み
な
と
よ
り
ま
づ
暮
そ
め
て
波
ぢ
は
る
か
に
残
る
日
の
か
げ
①
260
」
17
ウ

　
　
　
　
　
　
　

五
月
雨

174　

さ
な
へ
と
り
ぬ
れ
に
し
賤
が
衣
手
を
ほ
す
ひ
ま
も
な
き
五
月
雨
の
比

175　

ま
こ
も
草か
る

賤
や
侘
ら
ん
池
水
の
み
か
さ
ま
さ
れ
る
五
月
雨
の
こ
ろ

176　

池
に
生
る
こま

まこ

もも

あ
や
め
も
み
え
ぬ
ま
で
水
か
さ
ま
さ
れ
る
五
月
雨
の
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　

帰
雁

177　

百
千
鳥
さ
え
づ
る
は
る
に
を
の
れ
の
み
ひ
と
り
わ
か
れ
て
帰
る
雁
が
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
と
か　
し
れ
と
や

178　

い
つ
は
り
の
あな

るき

世
に
な
どど
て

か
春
くの

れ雁

ば
た
め
し
か
は
ら
ず
帰立

るか

かへ

りる

がら

ねん

」
18
オ

　
　
　
　
　
　
　

卯
花

179　

書
ま
な
ぶ
賤
と
や
は
み
ん
窓
ち
か
く
あ
つ
む
る
雪
に
ま
が
ふ
卯
花

180　

わふ

すり

れつ

ても

はる

雪
か（
と
脱
カ
）ぞお
も
ふ
白
た
へ
に
卯
花
さ
け
る
庭
の
ま
が
き
は

181　

あ
つ
め
置
ゆ
き
と
み
ゆ
ら
ん
窓
ち
か
く
枝
も
た
は
ゝ
に
咲
る
卯
花

　
　
　
　
　
　
　

初
花

182　

は
る
雨
の
め
ぐ
み
待
え
て
此
朝
け
ほ
こ
ろ
び
そ
む
る
枝
の
初
花

183　

あ
す
よ
り
は
な
ほ
咲
そ
は
ん
け
ふ
は
ま
づ
ひ
も
と
き
そ
む
る
枝
の
初
花
」
18
ウ

　
　
　
　
　
　
　

花
盛

184　

立
さ
ら
ぬ
雲
か
と
みぞ

へみ

てる

よ
し
野
山
み
ね
の
さ
く
ら
の
花
の
盛
り
は
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185　

よ
し
野
山
雲
も
霞
も
匂
ふ
也
な
べ
て
さの

く
ら
の
花
の
盛
り
な
る
比

186　

よ
そ
め
に
は
雲

187　

雲
と
の
み
あ
や
ま
た
れ
け
り
吉
野
山
み
ね
の
さ
く
ら
の
花
の
盛
り
は

　
　
　
　
　
　
　

寄
燈
恋

188　

と
も
し
火
の
か
げ
し
ら
む
ま
で
こ
ぬ
人
を
待
は
く
る
し
き
物
に
ぞ
有
け
る

189　

う
き
人
は
と
ひ
こ
ぬ
夜
半
の
淋
し
さ
に
か
ゝ
げ
て
む
か
ふ
ね
や
の
と
も
し
火

190　

う
ら
な
く
も
書
つ
ら
ね
た
る
玉
章
を
み
る
に
な
ぐ
さ
む
と
も
し
火
の
本
④

191　

う
き
人
は
待
に
と
ひ
こ
で
ふ
く
る
夜
は
淋
し
く
む
か
ふ
ね
や
の
と
も
し
火
④

〔
合
点
有
り
、
四
句
「
淋
し
く
む
か
ふ
も
さ
ひ
し

　
　

」〕」
19
オ

　
　
　
　
　
　
　

寄
獣
恋

192　

あ
ら
熊
の
た
け
き
に
な
ら
ふ
人
心
い
つ
我
か
た
に
な
る
ゝ
を
や
み
ん
④

〔
合
点
有
り
、
一
首
「
あ三

ら
熊
の
た
け
き
に
な
ら
ふ
人
ご
ゝ
ろは

い
つ
わ一

が
方て

に
は
い
つ
かに

な
るれ

ふ
しゝ

を
や
□
（
み
カ
）ん

」〕

193　

わ
が
方
の
ち
ぎ
り
わ
す
れ
て
今い
つ
よ
り
か

は
又
た
れ
と
ふ
す
ゐ
の
床
に
な
れ
け
ん
④

　
　
　
　
　
　
　

款
冬

194　

き
し
か
げ
に
八
重
山
吹
の
咲
し
よ
り
は
る
の
色
に
や
井
手
の
玉
川

195　

き
し
ち
か
く
棹
さ
し
よ
せ
て
山
吹
の
花
の
下
ゆ
く
は
る
の
河
舟

196　

匂
へ
な
ほ
あ
か
ず
め
で
こ
し
梅
さ
く
ら
ち
り
に
し
後
の
山
吹
の
花
」
19
ウ

　
　
　
　
　
　
　

夏
月
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197　

ほ
ど
も
な
く
あ
く
る
ぞ
お
し
き
い
づ
る
よ
り
涼
し
さ
あ
か
ぬ
夏
夜
月

198　

山
端
を
さ
し
い
づ
る
よ
り
は
し
ゐ
し
て
涼
し
く
む
か
ふ
夏
の
よ
の
月

　
　
　
　
　
　
　

寄
露
恋

199　

待
ゆ
ふ
べ
わ
か
る
ゝ
あ
し
た
わ
が
袖
は
涙
の
露
の
か
は
く
間
ぞ
な
き
①
251　

200　

む
す
び
置
露
の
ち
ぎ
り
も
い
つ
し
か
と
ち
り
て
は
か
な
き
中
と
な
り
に
き

201　

も
ろ
く
ち
る
露
の
契
り
の
言
の
葉
を
ゆ
く
末
か
け
て
何
た
の
み
け
ん
①
252
」
20
オ

　
　
　
　
　
　
　

寄
雨
恋

202　

更
ゆ
け
ば
は
れ
や
し
な
ま
し
ふ
る
と
て
も
か
ご
と
に
な
す
な
よ
ひ
の
村
雨
④

203　

宵
の間
の雨
を
か
ご
と
に
ない

ひ

な

し

て

し
て
更
て
し
も
つふ

れけ

なて

きも

人
の
と
は
ぬ
夜
ぞ
う
き
④

〔
合
点
有
り
、
一
首
「
よ
ひ
の
間
をの

雨
を
か
ご
と
に
□
□
□
ふ
け
て
も
人
の
と
は
ぬ
つ
□
□
□
」、
末
尾
に
「
よ
く
候
」
と
書
入
〕

　
　
　
　
　
　
　

寄
関
恋

204　

逢
坂
は
名
の
み
な
り
け
り
う
き
中
は
か
た
き
戸
ぢ
め
の
恋
の
関
守

205　

ひ
た
す
ら
に
し
た
ふ
も
は
か
な
う
き
中
は
い
つ
逢
事
も
し
ら
川
の
せ
き
」
20
ウ

　
　
　
　
　
　
　

簷
梅

206　

軒
ち
か
く
咲
そ
め
し
よ
り
朝
な
夕
な
に
ほ
ひ
を
送
る
梅
の
下
風

207　

わ
が
袖
に
ふ
か
く
う
つ
せ
と
は
る
か
ぜ
の
ひ
ま
な
く
さ
そ
ふ
軒
の
梅
が
ゝ

　
　
　
　
　
　
　

氷
初
結

208　

さ
え
し
夜
の
あ
ら
し
も
し
る
く
此
朝
け
池
の
み
ぎ
は
は
氷
そ
め
ぬ
る
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209　

谷
河
の
岩
間
を
せ
ば
み
行
な
や
む
水
よ
り
先
やは

こ
ほ
り
初
らけ

んり

」
21
オ

　
　
　
　
　
　
　

寒
草　
〈
210　

野
べ
は
い
ま
秋
み
し
花
の
跡
も
な
し
／
の
こ
る
草
葉
も
霜
に
し
ほ
れ
て
④
〉

　
　
　
　
　
　
　
〔
合
点
有
り
、
四
句
「
の
こ
る
草
葉
は
」〕

211　

か
れ
の
こ
る
草
葉
もは

霜
に
う
づ
も
れ
て
秋
み
し
野
べ
の
お
も
か
げ
も
な
し

212　

ゆ
き
間
よ
り
も
へ
出
る
は
る
の
お
も
か
げ
を
ま
づ
今
朝
み
す
る
霜
の
下
草
④

213　

寒
け
し
な野
べ
は秋
み
し
野（
マ
マ
）

べ
の
色
も
な
し
の
こ
る
草
葉
は
霜
に
し
ほ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　

野
霰

214　

あ
ら
れ
ふ
る
音
ぞ
は
げ
し
き
朝
毎
に
置
霜
こ
ほ
る
野
べ
の
さ
ゝ
原
①
250

　
　
（
な
お
、
①
201
に
は
「
寒
け
し
な
音
も
は
げ
し
き
山
風
に
あ
ら
れ
玉
ま
く
野
べ
の
さ
ゝ
原
」
と
い
う
、
言
葉
が
多
く
重
な
る
歌
が
あ
る
。）

215　

吹
す
さ
ぶ
野
べ
の
あ
ら
し
に
小
笹
原
あ
ら
れ
く
だ
く
る
音
の
は
げ
し
さ
①
249
」
21
ウ

　
　
　
　
　
　
　

寄
枕
恋

216　

つ
れ
な
さ
を
か
こ
つ
涙
を
か
た
し
き
の
ね
や
の
ま
く
ら
は
か
は
く
間夜

ぞ
な
き
④

〔
結
句
「
か
は
く
夜
□（
ぞ
な
き
カ
）

□
□
」〕

217　

う
き
人
は
の
（
は
）
とと

は

で

い

く

夜

か

は
ぬ
つ
ら
さ
に
つ
も
り
こ
し
ま
く
ら
の
ち
り
を
い
つ
か
は
ら
さ
（
マ
マ
）ん
④

〔
合
点
有
り
、
上
句
「
うた

の
め
て
も

き
人
は
と
は
で
い
く
夜
かな

〳
〵つ

も
り
こつ

しる

」、
結
句
「
い
つ
か
は
ら
は
ん
」〕

218　

敷
妙
の
枕
には

つ
ゐ
に
朽
や
せ
ん
涙
か
ゝ
ら
ぬ
夜
半
し
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　

窓
竹

219　

う
つ
し
植
て
な
ほ
き
姿
を
わ
が
友
と
朝
夕
む
か
ふ
窓
の
呉
竹
①
130
④
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〔
合
点
有
り
〕

220　

呉
竹
の
な
ほ
き
姿
を
な
ら
ふ
や
と
う
へ
て
ぞ
む
か
ふ
窓
の
明
く
れ
①
129
④
」
22
オ

　
　
　
　
　
　
　

寄
糸
恋

221　

人
め
に
も
し
ら
る
ゝ
ほ
ど
に
か
ふ
ち
女
の
手
ぞ
め
の
い
と
の
色
に
い
で
け
ん
④

222　

打
と
け
て
ぬ
る
夜
は
い
つ
と
白
い
と
の
し
ら
れ
ぬ
中
に
過
す
年
月
④

〔
合
点
有
り
〕

223　

か
は
る
て
ふ
こ
と
は
し
ら
じ
な
白
い
と
の
む
す
び
そ
め
つ
る
中
の
契
り
は

224　

夏
引
の
手
引
の
い
と
の
い
と
ふ
と
も
立
名
の
う
さ
は
取
も
か
へ
さ
じ

225　

打
と
け
て
ぬ
る
夜
は
い
つ
と
し
ら
い
と
の
し
ら
で
年
月
し
た
ふ
は
か
な
さ

　
　
　
　
　
　
　

山
家
嵐

226　

ま
れ
に
だ
に
人
は
と
ひ
こ
ぬ
山
里
は
松
の
あ
ら
し
を
友
と
こ
そ
す
れ
④

　
　

�〔
二
句
「
人
し
と
ひ
こ
ぬ
」〕（
な
お
、
①
12
お
よ
び
②
に
は
「
く
る
人
も
ま
れ
な
る
柴
の
庵
に
は
松
の
あ
ら
し
を
友
と
こ
そ
き
け
」
と
い
う
、
言
葉
が
多
く
重
な
る

歌
が
あ
る
。）

227　

ま
つ
に
吹
嵐
の
音
の
は
げ
し
さ
も
友
と
ぞ
な
る
ゝ
山
かの

下
げ
の
庵
④

〔
合
点
有
り
、
結
句
「
山
の
下
庵
」〕

228　

山
深
み
ひ
と
り
住
身
の
友
と
て
は
ま
つ
の
あ
ら
し
に
む
ら
鳥
の
声
」
22
ウ

　
　
　
　
　
　
　

海
路

229　

沖
つ
風
吹
に
ま
か
せ
て
漕
ゆ
く
も
よ
そ
め
あ
や
う
き
蜑
の
釣
舟
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230　

蜑
の
や
く
も
し
ほ
の
け
ぶ
り
打
な
び
き
浦
の
と
ま
や
の
よ
そ
め
淋
し
き

231　

朝
な
ぎ
に
う
ら
波
遠
く
漕
い
で
ゝ
沖
に
た
ゞ
よ
ふ
あ
ま
の
つ
り
舟

　
　
　
　
　
　
　

萩
露

232　

秋
は
ぎ
の
花
の
盛
り
は
置
そ
ふ
る
露
も
色
あ
る
宮
城
野
ゝ
は
ら

233　

置
露
に
な
ほ一

入

の
色
そ
ひ
て
さ
か
り
え
な
ら
ぬ
秋
は
ぎ
の
花
」
23
オ

　
　
　
　
　
　
　

荻
風

234　

軒生

し

げ

る

端
な
る
荻
の
上
葉
に
や
ど
り
し
て
た軒
えば
ずに
音さ
すや
るぐ
夜
半
の
秋
風

235　

朝
な
夕
な
荻
の
上
葉
に
置
露
を
つ
れ
な
く
さち

そら

ふす

庭
の
秋
風

　
　
　
　
　
　
　

浦
松

236　

ち
り
う
せ
ず
正
木
の
か
つ
ら
な
が
き
世
に
名
も
高
砂
の
浦
の
松
が
え
④

237　

ち
り
う
せ
ぬ
か
げ
を
た
め
し
に
言
の
葉
の
道
さ
か
へ
ゆ
く
和
哥
の
う
ら
松
④

〔
合
点
有
り
、
四
句
「
み
ち
さよ

ゝ
に
さ
か
ゆ
る

か
え
ゆ
□く

カ

」〕」
23
ウ

　
　
　
　
　
　
　

春
雨

238　

は
る
雨
の
日
を
ふ
る
ま
ゝ
に
も
へ
出
し
野
べ
の
草
ば
の
色
ぞ
ゝ
ひ
ゆ
く

239　

も
へ
出
し
野
べ
の
若
く
さ
此
こ
ろ
は
み
ど
り
色
そ
ふ
は
る
雨
ぞの

比
ふ
る

　
　
　
　
　
　
　

待
花　
　

240　

待
と
し
も
花
は
し
ら
ず
や

241　

此
比
は
咲
べ
き
時
と
待
に
な
ほ
つ
れ
な
く
と
け
ぬ
花
の
下
紐

242　

待
と
し
も
し
ら
で
つ
れ
な
く
日
を
へ
て
も
なな
ど
あ
や
に
く
に
花
の
ま
だ
し
き

ほ
と
け
や
ら
ぬ
花
の
下
紐
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243　

待
侘
る
心
も
し
ら
で
日
を
へ
て
も
な
ど
咲
花
の
枝
に
ま
だ
し
き

244　

ま
つ
に
な
ほ
い
と
ゞ
ま
だ
し
き
山
ざ
く
ら
花
の
下
紐
い
つ
か
と
く
ら
ん
」
24
オ

　
　
　
　
　
　
　

郭
公
稀

245　

夢
さ
め
て
聞
も
め
づ
ら
し
小
夜
更
て
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
ま
れ
の
一
声

246　

た
ま
さ
か
の
一
声
だ
に
も
ふ小

夜

ふ

か

く

く
る
夜
に
し
の
び
音て

にも

なら

くす

山
ほ
と
ゝ
ぎ
す

　
　
　
　
　
　
　

杜
蝉

247　

鳴
せ
み
の
涙
の
露
に
か
た
岡
の
も
り
の
木
の
葉
や
色
か
は
る
ら
ん

248　

大
あ
ら
き
の
杜
の
木
が
く
れ
置
露
に
鳴
よ
り
蝉
の
声
の
涼
し
さ

249　

な
く
せ
み
の
声
の
し
ぐ
れ
に
涼
し
さ
も
秋
の
け
し
き
の
杜
の
下
か
げ

250　

秋
ち
か
き
も
り
の
木
の
葉
も
な
く
せ
み
の
こ
ゑ
の
し
ぐ
れ
に
う
つ
ろ
ひ
ぬ
ら
ん
」
24
ウ

　
　
　
　
　
　
　

初
雁

251　

霧
ふ
か
き
外
山
の
み
ね
を
飛
こ
ゑ
て
都
の
空
に
雁
は
来
に
け
り

252　

名
に
し
お
ふ
都
の
月
を
み
ん
と
て
か
雲
路
は
る
か
に
渡
る
雁
が
ね

　
　
　
　
　
　
　

籬
菊

253　

千千

々

の

秋

世
も
な
ほ
ふ
り
せ
ぬ
色
を
み
ぎ
り
な
る
ま
が
き
に
咲
る
白
ぎ
く
の
花

254　

霜
の
後
も
な
ほ
う
つ
ろ
は
で
ま
せ
の
内
に
さ
か
り
盛
（
マ
マ
）し
き
花
の
白
ぎ
く
」
25
オ

　
　
　
　
　
　
　

庭
紅
葉　

255
〈
染
ま
さ
ば
猶
い
か
な
ら
ん
此
朝
け
／
ま
だ
初
入
の
庭
の
紅
葉
々
〉

256　

此
比
の
野
山
は
さ
ぞ
な
庭
も
せ
の
木々
の
梢
は
染
も
の
こ
ら
ず
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257　

露
に
そ
め
時
雨
に
染
て
此
比
は
色
も
千
入
の
庭
の
紅
葉
々

　
　
　
　
　
　
　

初
冬

258　

け
ふ
よ
り
は
ゆ
き
げ
の
雲
と
立
か
へ
て
空
に
も
秋
の
色
は
の
こ
ら
ず
④

〔
二
、
三
句
の
右
に
「
雲
の
色
の
か
は
ら
ん
事
い
か
ゞ
」
と
傍
記
〕

259　

此
朝
け
雲
の
衣
も
色
か
へ
て
冬
来
に
け
り
と
時
雨
ふ
る
也
④

〔
合
点
有
り
、
三
句
「
色立

□
□
□
」〕」
25
ウ

　
　
　
　

叔
父
な
る
人
身
ま
か
り
給
ひ
し
い
み
の
中
に
送
り
給
ふ

260　

い
く
度
か
袖
ぬ
ら
す
ら
ん
村
し
ぐ
れ
さ
だ
め
な
き
よ
と
お
も
ひ
な
し
て
も　

信
美

　
　
　
　

�

い
み
に
こ
も
り
給
ひ
し
を
、
け
ふ
な
ん
と
ぶ
ら
ひ
侍
ら
ん
と
お
も
ひ
し
が
、
さ
は
る
事
の
あ
り
て
と
ひ
ま
い
ら
せ
ぬ
口
お
し

さ
に
よ
み
て
参
ら
す

261　

藤
ご
ろ
も
な
み
だ
のに

く
ち
し
袖
の
う
へ
は
み
ぬ
も
中
〳
〵
か
な
し
か
り
鳬　

信
美

262　

墨
ぞ
め
の
袂
は
野
べ
の
草
の
ご
と
な
み
だ
の
露
の
か
は
く
間
ぞも

あ
ら
じ　

経
亮
」
26
オ

　
　
　
　

�

石
州
の
御
も
と
は
山
ち
か
く
住
た
ま
へ
ば
楓
樹
な
ど
紅
葉
せ
し
に
、
時
雨
の
う
ち
そ
ゝ
ぎ
て
木
の
葉
の
も
ろ
く
ち
る
を
み
給

は
ゞ
、
い
と
ゞ
哀
も
ま
し
侍
ら
ん
と
お
も
ひ
や
り
て

263　

形
見
と
や
い
ま
は
な
が
め
ん
神
な
月
時
雨
に
そ
め
て
落
る
紅
葉
を　

経
亮
」
26
ウ

�

（
了
）

　
　
　

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　
　
　
　
　

非
蔵
人　

新
日
吉　

藤
島
宗
韶　

小
沢
蘆
庵　

羽
倉
信
美　

橋
本
経
亮　

詠
草


